
１ヶ月遅れで今年のスケジュールがスタートしました。今年一発目のツーリングという事で、どれだけ

集まってくるのかワクワクしていたら、大久保さん、土谷さん、片桐、小野さん、伊藤さん、坂詰さんの

６名がウインディー駐車場に来てくれました。「今日は６名か・・」と思ったら、小野さん、伊藤さん、

坂詰さんはお見送りとの事。３名でのツーリングとなりました。ゴールデンウイークは、家族サービスが

あって、なかなか難しいのかな？皆さんの都合が良ければ、次週にスライドする計画も立てますよ。なる

べく大勢でいきたいものね。と言うわけで、行き先は福島経由の奥只見。栃尾に抜けて帰ってくるコース

でした。３００ km に満たない距離ですが、狭い道路が沢山あって、なかなか走り甲斐がありました。休

憩を終えて、再び県境に向けて走っていたら、家族連れのマイカーが結構のんびりと走っていました。こ

こは全て「はみ出し追い越し禁止」区域。でも、みなさんいい人ばかりで、直線にさしかかると駐車灯を

点滅させて路肩に寄り、我々を先に行かせてくれます。御陰で順調に走る事が出来ました。しかし、突然

と事件は起きたのです。１台の最先頭を走っていた白色の乗用車の後ろについた我々を、以前の車両同様

に駐車灯を付けて路肩により、ドアから手を出して「お先にどうぞ」スタイル。黄色いセンターラインを

尻目に、気持ちよく先頭に出る事が出来ました。もちろん、「ありがとう。」の意味を込めて手を振って。

おおよそ、その３分後でした。１台のパトカーがサイレンを鳴らし

て来るじゃありませんか。何かわめいているけど、ＣＢの排気音で

良く聞き取れない。「何だ？？？」と思ったら、「前のバイク３台！

止まりなさい！！！」のお言葉。「前の・・・って、俺たち？？？」

測道があったので、そこに招き入れられ、パトカーから降りてきた

警官は、福島なまりで「さて、何で止められたか解りますか？」と

にやけている。俺たちは速度を計測されなかった事に気づいていた

から「解りません。」と答えたら、「はみ出し追い越し違反です。」

ここで警察に止められました。 と勝ち誇った様に警官が言った

ものだから、「冗談じゃない！！いつ誰がそんな違反をしたんだ

よ！！」と猛反発。警官は「さっき、あなた達は乗用車を追い越し

ました。そこははみ出し追い越し禁止区域です。」そこで俺たちは、

「冗談じゃない！！あの車がハザードを付けて路肩によって道を譲

ってくれたから追い越しただけだ。後ろから来るから聞いてみ

ろ！！」警察はさっき道を譲ってくれた乗用車を止めて、事の成り

行きを聞いたところ、我々の供述通りの返答をしたのでした。もち

ろん、我々は乗用車の家族連れに再度お礼を言って、勝ち誇った様にあんまり怒ってのどがカラカラ。名水を飲む。

警察に対して再び猛攻撃。以下、こんなやりとりでした。警察：「別に切符を切るとか何かじゃなくて、

ワンワンいわせて、あれじゃ暴走族と何ら変わりはない。」俺達：「何処に、４０才を過ぎた暴走族がい

るんだよ！！人を暴走族呼ばわりするとは何だ！！」警察：「あんないいバイクに乗っていれば、飛ばし

たくなるのも解るけど・・」俺達：「何処がいいバイクだよ。３０年も前のポンコツだよ。今のバイクの

方がもっと良い！！」警察：「俺もかつてはこれに乗っていた。たしかＫ２だったよ。しかし、学生時代

は高くて買う事が出来なかった。今だったら１００万円ぐらいするんだろ？」俺達：「冗談じゃない！俺



のバイクは２万円で手に入れたポンコツだよ。それを直すのに１０年かかっただけ。１００万円なんてお

金を持っているわけねーだろーが！！」警察：「ともかく、気を付けて運転しなさい。」俺達：「当たり前

だろーが！」警察は終始たじたじでした。再びバイクを走らせた奥只見には、未だに雪が沢山残っていて

雪解け水が川の様に道路を流れて

いるところもあり、スノーシェー

ドは天井から雨の様に水が落ちて

きて、可愛い我らのＣＢは、あっ

という間にどろんこ状態。しかし、

このバイクって、どろんこが似合

うんですよ。やまちゃんなんかこ

の間、ゴム長で乗ってきたけど、

冷たい雪はあれど気温は２５度ぐらい。御陰でバイクは泥だらけになりました。 これも又似合う。不思議な感覚で

したけど、それだけ身近なバイクなんだという事にしておきましょう。何にしろＣＢは、中年暴走族にお

似合いのバイクだと思います。（昔、暴走族と言われる以前は、狂走族と言われていました。今の暴走族

は、騒音族と言ったところでしょうか。）

残雪を背景になかなかのショット。だ

と思いませんか？ちょっとは褒めてくだ

さい。次はみんなで行こうね。

月例ツーリングは、第２週の日曜日ですが、どうも天候が安定しない。梅雨の晴れ間を縫っていこうと

思ったのですがなかなかタイミングが合わない。と言う事で、最終２９日に行きましょう。

期 日・・・・・６月２９日（月曜日）

集合場所・・・・・国道７号線バイパス 豊栄Ｐ，Ａ駐車場

集合時間・・・・・午前７時００分 出発ですよ。
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かわらばんがどうも遅れ気味ですいません。なかなか忙しさが募っていまして、

言い訳にしかなりませんが・・・・。しかし、今月は、新入会員が２名ですよ！！

大久保さんの御紹介で五泉市の「間 亮太」さん。フレームはＫ－２ですが、外装はまんまＫ－１の

ゴールド。昭和５４年生まれですから、当クラブでは一番の若手でしょうか。綺麗なＣＢですよ。もう

一方は、水原町の「高木 豊」さん。昭和３１年ですから、遠藤さんより１年若いかな。個人売買で村

上から手に入れたというブルーのＫ－１です。外装とかフレームは再塗装を施して綺麗になっていまし

た。これで会員は１７名になりました。最初は「キチガイ」と言われてもおかしくない我々のクラブで

すが、こんなにＣＢファンが沢山いるんだもの、今だったら正当な「ＣＢを愛する会」と言っても誰も

笑わないと思うんですけど・・・・ねっ。 ま－、とりあえず、楽しくやりましょう。

新入会員の方々、気安くツーリングにも参加してくださいね。 事務局 沼田 と 片桐


